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表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・ ・

ファルカタ正寸12㎜Ｔ2 ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・ ・

吉
野
石
膏
は
来
年
２
月

１
日
出
荷
分
か
ら
石
膏
ボ

ー
ド
を
は
じ
め
と
す
る
、

各
種
石
膏
製
品
を
現
行
価

格
比
で
30
％
値
上
げ
す
る
。

同
社
は
昨
年
11
月
１
日
出

荷
分
か
ら
石
膏
製
品
等
を

30
％
値
上
げ
し
た
が
、
こ

れ
に
次
ぐ
再
値
上
げ
と
な

る
。
昨
年
11
月
の
値
上
げ

以
降
も
原
料
の
用
船
料
や

製
品
配
送
費
の
上
昇
が
続

き
、
想
定
よ
り
も
大
幅
な

コ
ス
ト
高
と
な
っ
た
。
今

後
も
安
定
し
た
供
給
体
制

を
維
持
す
る
た
め
、
再
度

の
値
上
げ
が
必
要
と
判
断

し
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
原
油

を
は
じ
め
ガ
ス
、
石
炭
と

い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

が
前
回
値
上
げ
時
の
想
定

石膏製品等再値上げ
来年２月出荷分から30％高 吉野石膏

国
交
省
は
20
日
、
２
０
２

２
年
７
月
１
日
時
点
の
都
道

府
県
地
価
（
基
準
地
価
）
を

公
表
し
た
。
住
宅
地
、
商
業

地
な
ど
用
途
の
平
均
地
価
は

２
０
１
９
年
来
、
３
年
ぶ
り

に
上
昇
。
用
途
別
で
は
住
宅

地
は
31
年
ぶ
り
、
商
業
地
は

３
年
ぶ
り
の
上
昇
と
な
っ
た
。

同
調
査
は
、
全
国
２
万
１

４
４
４
地
点
を
対
象
と
し
、

22
年
７
月
１
日
時
点
の
基
準

値
の
平
方
㍍
あ
た
り
の
か
か

く
を
調
べ
た
も
の
だ
。

全
用
途
の
平
均
地
価
は
３

年
ぶ
り
の
上
昇
と
な
る
前
年

比
０
・
３
％
増
だ
っ
た
。
３

大
都
市
圏
に
絞
る
と
同
１
・

４
％
増
。
東
京
圏
が
同
１
・

５
％
増
、
名
古
屋
圏
が
同
１

・
８
％
増
、
大
阪
圏
が
同
０

・
７
％
増
だ
っ
た
。
東
京
、

名
古
屋
の
両
圏
は
２
年
連
続

平均住宅地価31年ぶり上昇
国交省・都道府県地価調査

の
上
昇
。
大
阪
圏
は
３
年
ぶ

り
に
下
落
か
ら
上
昇
に
転
じ

て
い
る
。

一
方
、
地
方
圏
は
同
０
・

２
％
減
で
下
落
が
続
い
て
お

り
、
大
都
市
圏
で
の
地
下
上

昇
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

土
地
用
途
を
住
宅
地
に
限

っ
た
場
合
で
は
、
全
国
平
均

は
同
０
・
１
％
増
で
31
年
ぶ

り
に
上
昇
を
記
録
し
た
。

３
大
都
市
圏
全
体
で
は
同

１
・
０
％
増
と
な
っ
た
。
都

市
圏
別
で
は
東
京
圏
同
１
・

２
％
増
、
名
古
屋
圏
同
１
・

６
％
増
、
大
阪
圏
同
０
・
４

％
増
の
内
訳
だ
。

た
だ
地
方
圏
は
同
０
・
２

％
減
で
下
落
が
継
続
。
地
方

４
市
（
札
幌
、
仙
台
、
広
島
、

福
岡
）
で
は
上
昇
し
て
い
る

が
、
４
市
を
除
く
そ
の
他
地

域
の
下
落
が
止
ま
っ
て
い
な

い
。
た
だ
下
落
率
は
前
年

よ
り
縮
小
し
て
い
る
。

住
宅
地
価
上
昇
は
、
住

宅
需
要
が
下
支
え
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
消

費
者
の
生
活
様
式
が
変
容

し
郊
外
に
も
住
宅
需
要
が

広
が
っ
た
。
そ
の
た
め
地

価
上
昇
範
囲
も
郊
外
に
拡

大
し
て
い
る
。

住
宅
地
価
の
地
方
四
市

の
上
昇
率
は
前
年
の
同
４

・
２
％
増
か
ら
６
・
６
％

増
に
大
き
く
伸
び
た
。
各

市
の
中
心
部
で
地
価
上
昇

及
び
土
地
不
足
が
生
じ
た

た
め
、
土
地
需
要
が
周
辺

市
町
に
も
波
及
。
地
価
上

昇
に
も
つ
な
が
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

を
上
回
る
速
度
で
上
昇
し

製
造
コ
ス
ト
を
大
き
く
圧

迫
し
て
い
る
と
い
う
。

石
膏
原
料
の
半
分
を
占

め
る
天
然
石
膏
は
、
世
界

的
な
需
要
増
に
よ
っ
て
毎

年
価
格
が
上
昇
。
ま
た
、

産
出
国
に
お
い
て
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ

り
搬
出
コ
ス
ト
や
運
送
費

が
上
昇
し
て
お
り
、
人
件

費
の
高
騰
が
価
格
の
上
昇

に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

る
。
加
え
て
バ
ン
カ
ー
オ

イ
ル
高
に
よ
り
海
上
運
賃

の
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

国
内
の
石
膏
の
価
格
も

火
力
発
電
の
燃
料
と
な
る

石
炭
及
び
原
油
、
ガ
ス
な

ど
の
高
騰
に
伴
い
上
昇
し

始
め
た
。

石
膏
ボ
ー
ド
原
紙
も
過

去
に
例
を
見
な
い
幅
で
の

価
格
改
定
が
続
い
て
い
る
。

主
な
添
加
物
の
コ
ー
ン
ス

タ
ー
チ
も
価
格
上
昇
が
続

き
、
強
化
石
膏
ボ
ー
ド
の

原
料
で
あ
る
ガ
ラ
ス
繊
維

や
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
も

値
上
げ
が
止
ま
ら
な
い
。

「
安
定
供
給
を
担
保
す

る
た
め
に
も
原
料
調
達
を

最
優
先
と
し
、
昨
年
30
％

の
値
上
げ
を
お
願
い
し
た
。

し
か
し
、
予
想
以
上
の
原

燃
料
価
格
の
高
騰
で
自
助

努
力
の
限
界
を
遥
か
に
超

え
、
苦
渋
の
選
択
で
値
上

げ
を
決
め
た
」
（
須
藤
潮

副
社
長
）
。

現
行
価
格
比
で
30
％
高

の
価
格
改
定
を
目
指
す
考

え
で
、
今
後
は
取
引
先
な

ど
に
理
解
を
求
め
て
い
く
。

林
野
庁
は
９
月
30
日
、
２

０
２
１
年
の
木
材
需
給
表
を

公
表
し
た
。
総
需
要
（
供
給

）
量
は
８
２
１
３
万
２
０
０

０
立
方
㍍
（
前
年
比
10
・
３

％
増
）
と
３
年
ぶ
り
に
増
加

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
19
年

の
水
準
ま
で
回
復
し
、
国
内

生
産
は
12
年
連
続
で
増
加
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
19
年
の

水
準
ま
で
回
復
し
、
国
内
生

産
は
12
年
連
続
で
増
加
し
た
。

過
去
５
年
で
見
る
と
建
築
用

材
（
製
材
・
合
板
等
）
は
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
が
、
燃
料
材
が

大
き
く
増
え
た
。
特
に
21
年

は
輸
入
の
燃
料
材
が
前
年
比

39
・
１
％
増
加
し
た
た
め
、

木
材
自
給
率
は
41
・
１
％
（

同
０
・
７
㌽
減
）
と
11
年
ぶ

り
に
減
少
し
た
。

木
材
需
給
量
は
、
木
材
統

計
調
査
や
貿
易
統
計
な
ど
を

基
に
、
木
材
の
需
給
を
丸
太

換
算
し
て
算
出
す
る
。
主
に

木
材
製
品
（
製
材
・
合
板
）

と
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
、
燃
料

材
の
内
外
さ
ん
需
要
（
供
給

）
量
を
、
建
築
用
・
非
建
築

用
に
分
け
て
算
出
す
る
。

建
築
用
材
の
総
供
給
量
は

３
６
４
７
万
立
方
㍍
（
同
８

・
８
％
増
）
、
非
建
築
用
材

は
４
５
６
６
万
立
方
㍍
（
同

11
・
６
％
増
）
と
い
ず
れ
も

増
加
し
た
。
前
年
の
20
年
に

コ
ロ
ナ
禍
で
住
宅
着
工
が
約

10
％
下
落
し
、
木
材
供
給
量

も
減
少
し
た
反
動
が
現
れ
た
。

21
年
の
供
給
量
を
内
外
産

で
見
る
と
、
国
内
生
産
は
３

３
７
２
万
立
方
㍍
（
同
８
・

３
％
増
）
で
12
年
連
続
増
加
、

輸
入
は
４
８
４
０
立
方
㍍
（

同
11
・
８
％
増
）
と
３
年
ぶ

り
に
増
加
し
た
。
輸
入
の
燃

燃料材増勢で総需要増加 製材・合板はコロナ禍前水準 21年の木材需給

料
材
が
前
年
比
で
約
４
割

増
え
た
た
め
だ
。
た
だ
21

年
は
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で

輸
入
製
材
の
入
荷
が
減
り
、

建
築
用
材
等
の
自
給
率
は

48
・
０
％
（
同
０
・
８
㌽

増
）
に
増
加
し
た
。

大
き
な
流
れ
で
見
る
と
、

総
供
給
量
は
12
～
16
年
ま

で
の
平
均
７
５
０
０
万
立

方
㍍
か
ら
、
17
～
21
年
は

平
均
８
０
０
０
万
立
方
㍍

で
推
移
し
た
。
内
外
産
の

製
材
、
合
板
は
い
ず
れ
も

16
年
比
横
ば
い
で
推
移
。

た
だ
燃
料
材
が
16
年
の
５

８
１
万
立
方
㍍
か
ら
、
21

年
は
１
４
７
４
万
立
方
㍍

（
１
５
３
％
増
）
で
約
９

０
０
万
立
方
㍍
増
加
し
て

い
る
。

09
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
以
降
、
住
宅
着
工
戸

数
の
回
復
と
内
外
産
燃
料

材
の
供
給
増
で
、
総
数
は

右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て

き
た
。
特
に
こ
れ
ま
で
は

燃
料
材
の
国
内
供
給
が
増

え
、
木
材
自
給
率
は
10
年

の
26
・
３
％
か
ら
、
20
年

の
41
・
８
％
ま
で
10
年
連

続
で
増
加
し
た
。
し
か
し

21
年
は
輸
入
燃
料
材
（
木

質
ペ
レ
ッ
ト
）
が
前
年
比

で
約
40
％
増
加
し
た
た
め
、

自
給
率
は
０
・
７
㌽
減
少

し
た
。

12
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
以

降
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
向
け
の
燃
料
は
、
国

産
の
未
利
用
材
を
主
体
と

し
て
き
た
。
20
年
に
コ
ロ

ナ
禍
で
住
宅
着
工
が
前
年

比
約
10
％
減
少
し
て
も
、

自
給
率
が
増
加
し
た
の
は

そ
の
た
め
だ
。

そ
れ
が
こ
こ
に
き
て
、

輸
入
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
の

主
体
に
し
た
大
規
模
発
電

所
が
増
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
輸
入
燃
料
材
は
20
年

の
３
８
８
万
立
方
㍍
か
ら
、

21
年
の
５
３
９
万
立
方
㍍

（
同
39
・
１
％
増
）
へ
と

１
５
２
万
立
方
㍍
増
加
し

た
。一

方
、
20
年
は
コ
ロ
ナ

禍
で
住
宅
着
工
が
約
10
％

減
少
し
た
た
め
、
21
年
は

す
べ
て
の
項
目
で
供
給
量

が
増
加
し
た
。
た
だ
木
造

着
工
戸
数
が
19
年
の
52
万

戸
に
対
し
21
年
は
50
万
戸

だ
っ
た
が
、
製
材
用
自
給

率
は
19
年
の
46
・
３
％
か

ら
21
年
の
48
％
に
１
・
７

㌽
増
加
し
た
。
合
板
は
45

・
３
％
で
横
ば
い
。



国
土
交
通
省
は
９
月
30
日
、

２
０
２
２
年
８
月
の
新
設
住

宅
着
工
を
発
表
し
た
。
総
数

は
７
万
７
７
２
１
戸
（
前
年

同
月
比
４
・
６
％
増
）
で
４

カ
月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
た

だ
持
ち
家
は
９
カ
月
連
続
の

減
少
で
、
８
月
実
績
と
し
て

は
過
去
５
年
で
20
年
に
次
ぐ

低
水
準
。
総
数
増
加
の
要
因

は
、
貸
家
、
戸
建
分
譲
及
び

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
だ
。

８
月
実
績
は
着
工
数
、
着

工
床
面
積
と
も
４
カ
月
ぶ
り

に
増
加
し
た
。
床
面
積
は
６

１
７
万
８
０
０
０
平
方
㍍
（

同
０
・
５
％
増
）
だ
っ
た
。

着
工
数
が
増
加
し
た
要
因

は
貸
家
３
万
１
２
９
５
戸
（

同
８
・
９
％
増
）
、
戸
建
分

譲
１
万
２
３
４
１
戸
（
同
４

・
７
％
増
）
、
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
１
万
７
２
７
戸
（
同
34

・
６
％
増
）
だ
。

貸
家
は
前
年
同
月
比
増
を

維
持
し
て
い
た
が
、
４
月
以

降
は
増
加
率
が
同
１
～
３
％

台
に
沈
ん
で
い
た
。
し
か
し

８
月
は
前
年
を
大
き
く
上
回

っ
て
き
た
。
ま
た
戸
建
分
譲

も
前
年
比
の
増
加
率
が
回
復

し
て
い
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
は
４
月
以
来
、
４
カ
月
ぶ

り
に
１
万
戸
台
を
記
録
し
た
。

こ
れ
ら
の
分
野
の
増
加
に

対
し
て
、
持
ち
家
は
２
万
２

２
９
１
戸
（
同
11
・
２
％
減

）
。
21
年
12
月
以
来
９
カ
月

連
続
の
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。

８
月
の
実
績
と
し
て
は
、
過

去
５
年
で
見
る
と
20
年
の
２

万
１
９
１
５
戸
に
次
ぐ
低
水

準
。
持
ち
家
は
７
月
の
実
績

も
近
年
最
低
水
準
を
記
録
し

て
お
り
、
不
振
が
顕
著
だ
。

ま
た
都
市
圏
別
で
も
、
各
エ

1003
着工総数４カ月ぶり増加 持ち家は９カ月連続減 ８月の新設住宅着工

リ
ア
で
持
ち
家
は
減
少
傾

向
が
続
く
。
さ
ら
に
単
月

の
減
少
幅
が
広
が
る
傾
向

に
あ
る
。

構
造
別
で
は
、
在
来
木

造
３
万
３
９
３
３
戸
（
同

３
・
０
％
減
）
、
２×

４

工
法
８
０
１
６
戸
（
同
７

・
５
％
減
）
が
前
年
割
れ
。

在
来
木
造
は
６
カ
月
連
続
、

２×

４
は
５
カ
月
連
続
の

減
少
だ
。

一
方
、
着
工
数
は
少
な

い
も
の
の
木
質
プ
レ
ハ
ブ

は
９
７
４
戸
（
同
２
・
４

％
増
）
と
、
２
カ
月
連
続

増
。
プ
レ
ハ
ブ
工
法
全
体

で
は
３
カ
月
連
続
の
前
年

割
れ
だ
が
、
木
質
に
限
れ

ば
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

国
産
針
葉
樹
合
板
は
、
価
格

が
天
井
感
を
迎
え
た
こ
と
で
引

き
合
い
が
鈍
化
し
、
荷
動
き
も

停
滞
し
始
め
た
。
西
日
本
の
長

尺
合
板
の
不
足
感
も
解
消
さ
れ
、

メ
ー
カ
ー
の
在
庫
が
増
え
始
め

た
こ
と
か
ら
、
複
数
の
メ
ー
カ

ー
が
生
産
調
整
に
入
る
模
様
だ
。

８
月
末
の
在
庫
量
は
11
万
１

４
９
５
立
方
㍍
（
前
月
比
11
・

９
％
増
）
と
昨
年
３
月
以
来
の

高
水
準
と
な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
減
産
し
た
２
０
２
０
年
５

月
末
の
在
庫
（
17
万
８
９
９
８

立
方
㍍
）
に
比
べ
る
と
４
割
弱

少
な
く
、
直
ち
に
減
産
が
必
要
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流
通
段
階
の
在
庫
が
さ
ら
に
増
加

し
て
い
る
。
納
期
の
不
安
定
感
が

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
需
要
家

は
当
用
買
い
の
姿
勢
を
維
持
し
て

い
る
。
価
格
は
今
月
も
保
合
推
移

で
、
荷
動
き
の
鈍
さ
に
よ
り
ム
ー

ド
は
大
き
く
変
化
し
た
。
た
だ
、

メ
ー
カ
ー
側
の
在
庫
は
あ
ま
り
増

え
て
お
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
秋
需
が

台
頭
し
た
場
合
は
再
び
品
不
足
に

傾
く
可
能
性
も
。
ロ
シ
ア
産
単
板

は
入
手
で
き
ず
、
生
産
は
国
産
材

主
体
に
な
る
た
め
簡
単
に
増
産
で

き
な
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
も

あ
る
。

な
水
準
で
は
な
い
。
だ
が
出
荷

量
が
22
万
３
６
５
２
立
方
㍍
（

同
11
・
０
％
減
）
と
同
年
以
来

の
低
水
準
と
な
り
、
先
行
き
在

庫
が
増
加
基
調
で
推
移
す
る
こ

と
へ
の
警
戒
感
が
働
い
た
と
み

ら
れ
る
。

減
産
幅
や
減
産
品
目
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
操
業
時
間
の

短
縮
や
稼
働
日
の
削
減
で
対
応

し
、
構
造
用
３×

６
判
以
外
も

対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

多
く
は
10
月
か
ら
だ
が
、
既
に

始
め
て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
。

期
間
は
設
け
ず
、
状
況
が
変
わ

れ
ば
直
ち
に
元
に
戻
す
意
向
を

中
部
地
区
は
９
月
の
台
風

15
号
の
影
響
で
静
岡
県
の
今

後
の
素
材
出
荷
に
影
響
が
出

そ
う
だ
。
国
産
材
製
品
は
流

通
筋
が
価
格
維
持
に
努
め
て

お
り
、
外
材
製
品
は
在
庫
が

多
い
状
況
を
受
け
て
弱
保
合
。

ま
た
、
国
産
材
合
板
は
荷
動

き
が
停
滞
し
て
い
る
。

地
区
内
産
地
市
場
の
浜
問

屋
は
、
９
月
に
伐
り
旬
を
前

倒
し
て
素
材
を
出
荷
。
10
月

は
例
年
出
荷
が
増
え
る
時
期

だ
が
、
台
風
15
号
で
複
数
の

林
道
等
が
被
害
を
受
け
た
静

岡
県
中
部
で
は
森
林
組
合
系

統
ほ
か
で
素
材
出
荷
の
鈍
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

国
産
材
製
品
は
、
依
然
桧

製
品
の
荷
も
た
れ
感
が
強
い
。

こ
れ
を
受
け
て
、
杉
を
主
に

使
う
地
域
ビ
ル
ダ
ー
は
、
状

況
に
よ
っ
て
杉
と
桧
を
使
い

分
け
て
い
る
と
い
う
。
主
に

桧
製
品
を
手
掛
け
る
製
材
工

場
は
製
材
機
の
更
新
を
進
め

て
お
り
、
一
時
的
に
仕
入
れ

を
止
め
る
な
ど
し
て
高
価
格

な
素
材
在
庫
を
一
掃
し
、
収

台風被害で素材出荷鈍化も 中部地区

示
し
て
い
る
。

例
年
、
９
月
か
ら
年
末
に
か

け
て
は
需
要
が
最
盛
期
と
な
り
、

出
荷
も
高
水
準
で
推
移
す
る
。

減
産
幅
に
よ
っ
て
は
一
転
し
て

在
庫
不
足
に
な
る
恐
れ
も
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
市
場

で
先
安
観
が
生
じ
る
前
に
生
産

調
整
に
踏
み
切
る
こ
と
で
、
メ

ー
カ
ー
と
し
て
価
格
維
持
を
図

る
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
。

針
葉
樹
合
板
は
、
ユ
ー
ザ
ー

の
引
き
合
い
が
落
ち
着
い
た
こ

と
で
荷
動
き
が
停
滞
し
て
お
り
、

９
月
受
注
が
今
年
最
高
だ
っ
た

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
だ
が
、
10
月
受

注
は
一
転
し
て
前
月
比
３
・
２
㌽

減
と
な
っ
た
。
11
月
見
積
り
も
総

じ
て
手
応
え
が
弱
く
、
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
か
ら
は
需
要
の
勢
い
が
乏

し
い
と
の
指
摘
が
出
て
い
る
。
非

住
宅
は
概
ね
堅
調
だ
が
、
住
宅
需

要
の
先
行
き
が
不
透
明
で
、
資
材

調
達
は
当
用
買
い
が
続
い
て
い
る
。

10
月
の
地
域
別
受
注
平
均
は
95

・
５
％
と
な
り
、
前
月
の
増
加
か

ら
一
転
し
て
減
少
し
た
。
前
月
稼

働
実
績
か
ら
は
２
・
２
㌽
の
微
減

に
な
り
、
受
注
が
息
切
れ
し
た
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
ご
と
に
受
注

多
寡
が
さ
ら
に
目
立
っ
て
お
り
、

「
９
月
受
注
が
堅
調
だ
っ
た
。
非

住
宅
も
案
件
が
溢
れ
て
い
る
」
（

関
西
）
、
「
非
住
宅
は
さ
ほ
ど
で

は
な
い
が
住
宅
が
忙
し
い
」
（
中

国
）
と
い
っ
た
声
が
あ
る
一
方
、

「
大
手
ビ
ル
ダ
ー
で
も
ま
ち
ま
ち
。

全
体
的
に
受
注
は
低
調
」
（
関
東

）
、
「
前
年
同
月
比
で
は
大
幅
に

減
少
。
住
宅
会
社
の
集
客
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
」
（
関
西
）
と
地

域
間
や
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
間
で
ま

だ
ら
模
様
に
な
っ
て
い
る
。
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益
改
善
を
進
め
て
い
る
。

欧
州
材
製
品
は
在
庫
の

多
さ
に
先
安
観
が
加
わ
り
、

荷
動
き
は
鈍
い
ま
ま
。
在

庫
の
解
消
は
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
需
給
均
衡
に
は

し
ば
ら
く
時
間
が
掛
か
り

そ
う
だ
。
Ｗ
ウ
ッ
ド
間
柱
、

同
集
成
管
柱
を
扱
う
大
手

市
場
の
浜
問
屋
は
価
格
調

整
の
必
要
性
を
指
摘
。
Ｒ

ウ
ッ
ド
集
成
平
角
は
、
先

物
の
価
格
や
競
合
材
の
価

格
動
向
か
ら
10
月
に
入
っ

て
か
ら
値
下
が
り
す
る
見

通
し
。

米
材
輸
入
製
品
は
流
通

在
庫
が
増
加
し
て
い
る
が

コ
ス
ト
高
を
理
由
に
値
下

げ
も
困
難
な
た
め
、
弱
保

合
で
推
移
し
て
い
る
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用
合

板
は
、
引
き
合
い
の
落
ち

着
き
に
よ
る
荷
動
き
の
停

滞
で
流
通
在
庫
が
増
加
。

需
要
家
は
当
用
買
い
だ
が
、

メ
ー
カ
ー
側
の
在
庫
は
増

え
て
お
ら
ず
、
秋
需
次
第

で
は
不
足
す
る
可
能
性
も
。

９
月
の
地
域
別
稼
働
平
均
は
92
・

３
％
。
９
月
の
受
注
が
今
年
最
高
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
稼
働
実
績
は
90
％

台
を
維
持
し
た
が
、
前
年
の
よ
う
な

需
要
の
盛
り
上
が
り
は
な
い
。

11
月
の
受
注
見
通
し
は
、
見
積
も

り
が
少
な
く
受
注
も
限
ら
れ
る
と
し

て
10
月
よ
り
減
少
を
予
想
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
受
注
量
と
と
も
に
木
材

価
格
の
下
落
で
坪
単
価
見
直
し
の
要

請
が
強
ま
る
こ
と
も
警
戒
し
て
い
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
な
か
に
は
燃

料
費
や
電
気
代
の
コ
ス
ト
上
昇
が
激

し
く
、
材
価
の
下
落
分
だ
け
で
は
補

え
な
い
と
し
て
価
格
横
ば
い
で
理
解

を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
は
値
下
げ
要
請

を
強
め
て
お
り
、
需
給
両
者
で
か
み

合
わ
な
い
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
側
の
資
材
在
庫

は
全
般
的
に
十
分
で
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
に
在
庫
を
積
み
増

し
た
工
場
は
ま
だ
手
持
ち
分
を
減
ら

す
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

欧
州
材
を
筆
頭
に
、
産
地
側
が
あ
る

程
度
の
日
本
向
け
生
産
規
模
を
維
持

で
き
る
発
注
を
し
な
い
と
、
い
ず
れ

木
材
不
足
が
再
来
す
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。


